
水素コスト低減へ
　

当
社
は
水
素
社
会
の
実
現
に
向
け

「
Ｊ
パ
ワ
ー　

ブ
ル
ー
ミ
ッ
シ
ョ
ン

２
０
５
０
」を
２
月
末
に
公
表
し
た
。

再
エ
ネ
な
ど
二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
²
）

フ
リ
ー
発
電
の
促
進
、
石
炭
か
ら
の

Ｃ
Ｏ
²
フ
リ
ー
水
素
製
造
、
電
力

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
増
強
・
安
定
化
で

カ
ー
ボ
ン
リ
サ
イ
ク
ル
を
推
進
。
実

行
重
点
と
し
て
「
加
速
性
」
と
、
既

存
設
備
に
価
値
を
加
え
て
利
用
す
る

「
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
」
を
掲
げ
た
。

　

ま
た
「
Ｊ
パ
ワ
ー
ジ
ェ
ネ
シ
ス
ビ

ジ
ョ
ン
」
で
は
、
石
炭
ガ
ス
化
、Ｃ

Ｏ
²
分
離
・
回
収
を
コ
ア
技
術
と
位

置
づ
け
て
い
る
。
長
崎
県
西
海
市
の

松
島
火
力
発
電
所
を
ア
ッ
プ
サ
イ
ク

ル
化
す
る
計
画
も
進
行
中
だ
。
既
設

の
石
炭
火
力
に
ガ
ス
化
設
備
を
付
加

し
、
水
素
を
含
む
ガ
ス
で
発
電
。
電

笹
津
浩
司
氏

J
‐
P
O
W
E
R（
電
源
開
発
）

取
締
役
常
務
執
行
役
員

津
吉
学
氏

岩
谷
産
業

取
締
役
常
務
執
行
役
員
水
素
本
部
長

力
の
安
定
供
給
と
経
済
合
理
性
を
両

立
さ
せ
な
が
ら
、
水
素
社
会
へ
の
移

行
を
後
押
し
す
る
狙
い
だ
。
着
工
か

ら
２
年
程
度
で
の
運
転
開
始
を
め
ざ

し
て
い
る
。

　

水
素
製
造
で
は
２
つ
の
取
り
組
み

が
あ
る
。
大
崎
ク
ー
ル
ジ
ェ
ン
プ
ロ

企
業
講
演

国
内
の
需
要
創
出
が
不
可
欠

製
造
、発
電
利
用
を
着
実
に
推
進

企
業
講
演

ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
石
炭
ガ
ス
化
混
合

複
合
発
電
の
実
証
実
験
を
３
段
階
に

わ
た
っ
て
実
施
。
高
い
運
用
性
と
高

効
率
発
電
を
達
成
し
て
お
り
、
高
純

度
水
素
の
発
電
利
用
を
め
ざ
す
。Ｈ

Ｅ
Ｓ
Ｃ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
未

利
用
で
大
量
に
存
在
す
る
褐
炭
か
ら

水
素
を
製
造
し
、
液
化
し
て
日
本
へ

海
上
輸
送
す
る
実
証
。
当
社
は
褐
炭

の
ガ
ス
化
・
精
製
か
ら
高
純
度
の
水

素
製
造
ま
で
を
担
当
し
、
１
月
に
水

素
製
造
を
開
始
し
た
。
商
用
時
に
は

Ｃ
Ｏ
²
フ
リ
ー
水
素
に
す
る
た
め
に

Ｃ
Ｏ
²
の
貯
留
が
必
須
と
な
る
た

め
、
炭
鉱
近
辺
に
Ｃ
Ｏ
²
貯
留
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
中
だ
。
実
現
す
れ

ば
日
豪
両
国
に
と
っ
て
ウ
ィ
ン
ウ
ィ

ン
と
な
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
不
断
に

提
供
す
る
こ
と
で
貢
献
し
て
い
き
た

い
。

　

当
社
で
は
１
９
４
１
年
か
ら
水
素

の
事
業
を
開
始
し
、Ｈ
１
ロ
ケ
ッ
ト

へ
の
液
化
水
素
供
給
、
燃
料
電
池
自

動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
向
け
の
水
素
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
建
設
に
も
い
ち
早
く
着
手

し
た
。
２
０
０
６
年
に
は
日
本
初
の

商
用
の
液
化
水
素
工
場
を
建
設
し
、

水
素
の
国
内
販
売
シ
ェ
ア
は
約

70
％
、
液
化
水
素
の
シ
ェ
ア
は
１
０

０
％
と
い
う
実
績
が
あ
る
。
原
料
調

達
・
製
造
・
輸
送
・
供
給
を
自
前
で

行
っ
て
い
る
の
も
強
み
に
な
る
。

　

海
外
で
水
素
を
作
り
輸
送
す
る
大

規
模
水
素
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構

築
に
は
、
国
内
需
要
の
創
出
が
欠
か

せ
な
い
。
発
電
を
メ
イ
ン
に
考
え
て

輸
送
、
鉄
鋼
業
な
ど
を
開
拓
し
て
い

く
。
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業
も
拡

大
し
て
お
り
、
４
月
現
在
で
日
本
に

53
カ
所
、
米
国
で
も
４
カ
所
を
買
収

し
て
事
業
を
開
始
し
た
。
海
外
か
ら

の
水
素
供
給
で
は
Ｈ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
な
ど
に

参
画
。
ま
た
、
別
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
企
業
２
社
と
グ
リ
ー
ン
水
素
製

造
・
液
化
・
輸
入
事
業
化
に
向
け
た

検
討
を
開
始
し
、
30
年
の
商
用
化
を

め
ざ
し
て
い
る
。
国
内
で
は
廃
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
か
ら
の
水
素
製
造
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。
焼
却
せ
ざ
る
を
得

な
い
部
分
を
分
解
し
て
水
素
を
製

造
。
家
畜
の
糞
尿
、
食
品
廃
棄
物
か

ら
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
を
作
り
水
素
を

製
造
す
る
こ
と
も
検
討
中
だ
。
さ
ら

に
北
海
道
の
褐
炭
を
利
用
し
た
水
素

製
造
も
検
討
し
て
い
る
。
30
年
ま
で

の
水
素
需
要
を
賄
う
と
と
も
に
、
そ

の
後
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
向
上
や
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
を
進
め
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

　

昨
年
、
水
素
の
社
会
実
装
に
向
け

た
動
き
を
加
速
す
る
た
め
、
水
素
普

及
の
た
め
の
業
界
団
体
「
水
素
バ

リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
推
進
協
議
会
」
を

発
足
さ
せ
た
。
今
後
の
水
素
社
会
の

構
築
・
拡
大
の
た
め
に
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
宣
言
以

降
、
水
素
利
用
を
巡
る
動
き
が
活
発

化
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

が
策
定
さ
れ
、
昨
年
12
月
に
は
水
素

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
推
進
協
議
会
が

発
足
。
現
在
は
１
９
５
社
が
参
加
し

て
い
る
。
今
年
３
月
に
は
グ
リ
ー
ン

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
基
金
が
公
表
さ
れ

募
集
を
開
始
。
水
素
燃
料
電
池
戦
略

協
議
会
も
昨
年
11
月
以
降
頻
繁
に
会

合
し
て
い
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実
現

に
は
再
エ
ネ
を
最
大
限
導
入
す
る
必

要
が
あ
る
が
、
再
エ
ネ
は
不
安
定
で

余
剰
電
力
の
調
整
が
必
要
な
場
合
も

あ
る
。
こ
の
余
剰
電
力
を
使
っ
て
水

素
を
製
造
す
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　

日
本
は
２
０
５
０
年
に
Ｃ
Ｏ
²
排

出
量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
目
標
を
掲

佐
薙
徳
寿
氏

東
芝
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
ズ

水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
統
括
部
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ジ
ャ
ー

原
田
英
一
氏

川
崎
重
工
業

常
務
執
行
役
員
水
素
戦
略
本
部
長

げ
た
。
そ
の
達
成
に
は
エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
部
門
だ
け
で
な
く
、
産
業
や
運

輸
、
業
務
、
家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ
る
部

門
で
水
素
利
用
が
鍵
と
な
る
。

　

昨
年
福
島
県
浪
江
町
に
世
界
最
大

級
の
水
素
製
造
設
備
を
完
成
さ
せ

た
。Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ　

ｔ
ｏ　

Ｇ
ａ
ｓ

企
業
講
演

輸
送
・
貯
蔵
技
術
開
発
に
貢
献

国
産
グ
リ
ー
ン
水
素
製
造
進
む

企
業
講
演

（
Ｐ
ｔ
ｏ
Ｇ
）
に
よ
り
電
力
系
統
の

需
給
バ
ラ
ン
ス
調
整
を
行
い
、
再
エ

ネ
活
用
で
Ｃ
Ｏ
²
排
出
量
削
減
に
貢

献
す
る
。
国
産
の
グ
リ
ー
ン
水
素
製

造
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
向
上
も
期
待
で
き
る
。

　

新
た
な
事
業
と
し
て
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ

ｔ
ｏ　

Ｃ
ｈ
ｅ
ｍ
ｉ
ｃ
ａ
ｌ
ｓ
（
Ｐ 

ｔ
ｏ 

Ｃ
）、つ
ま
り
回
収
し
た
Ｃ
Ｏ
²

と
水
素
で
燃
料
や
化
学
製
品
を
製
造

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。
当
社
に
は

Ｃ
Ｏ
²
を
電
気
分
解
で
Ｃ
Ｏ
に
転
換

す
る
技
術
に
加
え
て
Ｆ
Ｃ
の
量
産
化

技
術
も
あ
り
、Ｃ
Ｏ
²
電
解
装
置
の

実
用
化
も
可
能
だ
。
船
舶
や
電
車
な

ど
の
移
動
体
用
Ｆ
Ｃ
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

開
発
も
始
ま
っ
た
。

　

水
素
社
会
へ
の
転
換
は
も
は
や

「
期
待
」
で
は
済
ま
な
い
状
況
。
産

官
学
一
体
で
、
全
力
で
取
り
組
む
。

　

世
界
的
に
水
素
利
用
計
画
が
加
速

し
て
い
る
。
日
本
の
グ
リ
ー
ン
成
長

戦
略
で
は
Ｃ
Ｏ
²
フ
リ
ー
水
素
は
２

０
３
０
年
に
１
０
０
万
㌧
、
50
年
に

は
国
際
取
引
量
５
５
０
０
万
㌧
と
し

て
い
る
。
こ
の
実
現
に
は
水
素
を
大

量
、
安
価
か
つ
安
定
的
に
供
給
で
き

る
国
際
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

が
重
要
だ
。

　

水
素
の
大
量
輸
送
で
は
、
液
化
天

然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
同
様
に
冷
却
し

て
容
積
を
８
０
０
分
の
１
に
減
ら

し
、
専
用
の
運
搬
船
で
運
ぶ
。
当
社

は
Ｌ
Ｎ
Ｇ
で
培
っ
た
技
術
で
大
型
の

液
化
水
素
タ
ン
ク
や
水
素
運
搬
船
の

開
発
を
進
め
て
き
た
。
液
化
水
素
運

搬
船
「
す
い
そ　

ふ
ろ
ん
て
ぃ
あ
」

は
１
２
５
０
立
方
㍍
の
タ
ン
ク
を
搭

載
し
水
素
75
㌧
を
輸
送
で
き
る
。
現

在
、
国
内
で
航
海
試
験
な
ど
各
種
試

験
を
実
施
し
、
今
年
度
後
半
に
は
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
液
化
水
素
輸
送

を
行
う
予
定
だ
。
輸
送
さ
れ
た
水
素

は
神
戸
水
素
荷
役
基
地
に
荷
揚
げ
さ

れ
る
。
こ
ち
ら
も
す
で
に
完
成
し
、

試
運
転
、
運
搬
船
と
の
接
合
試
験
を

行
っ
て
い
る
。
水
素
利
用
に
関
し
て

は
、
水
素
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
を
搭
載
し

た
熱
電
併
給
シ
ス
テ
ム
の
実
証
試
験

を
神
戸
の
市
街
地
で
行
っ
て
い
る
。

　

課
題
は
商
用
利
用
の
た
め
の
大
型

化
だ
。
商
用
化
の
運
搬
船
で
は
４
０

０
０
立
方
㍍
の
タ
ン
ク
が
必
要
で
、

４
基
搭
載
す
れ
ば
１
回
で
１
万
㌧
以

上
の
水
素
を
輸
送
で
き
る
。
次
の
実

証
船
で
は
推
進
機
構
に
も
水
素
を
利

用
し
て
Ｃ
Ｏ
²
フ
リ
ー
化
を
図
っ
て

い
く
。
ま
た
陸
用
の
タ
ン
ク
で
も
既

存
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
タ
ン
ク
を
水
素
用
に
適

合
さ
せ
る
な
ど
、
鋭
意
新
し
い
技
術

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
国
の
支
援
を
得
て
、
多

く
の
企
業
と
共
に
水
素
利
用
の
技
術

開
発
、
実
証
試
験
を
行
っ
て
き
た
。

今
後
も
連
携
を
深
め
て
水
素
社
会
実

現
に
貢
献
し
た
い
。

M6／ 17「水素シンポジウム」　10 段 3面




